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1Ⅵ tO 6501n．  

Xeyword5：SIlarks．   

三盆児尾潜魚市場には，熊野錐滴磯において，底曳き網で漁獲された成虫性さめ難が，練製品の  

原料としてしばしば水泡げされている。しかし，熊野務紛糾御成に分布する底生牲さめ瓶に関する  

系統的な報曹はなく，その生息概や生態に関する知見は，ほとんど得られていない。   

さめ如は，現在，梅渾に残された数少ない未利用水産資源の1つとして今後の利用が期待されて  

いるが，一般硬骨漁と異なり，その生鵜様式をま，卵生あるいは卵胎性，更に進んだ胎生であり，様  

によって異なった生殖様式を取っている。さめ類の卵の醇化あるいは妊娠の期間は長く，数ヶ月か  

ら1年におよんでいる。また，挙卵数や胎児の数が少ない上，成長に長期間を要するといわれ，乱  

頻に落ち入れば，急激に資源の澗渇を招くであろうことは，明白である。   

このような窓嫉から考えて，さめ類の分布や生態に関する知見q）潜榔ま，非常に蚤繋であり，今  

後の銅盤研究が望まれる。   

著者らは，熊野澤陸棚および随鰍紬訊こおける生物資源調査の劇・環として，底刺網および底延納  

による一連の紙放線業を（主として阿l‡】和沖小海谷周辺城において）実施してきたところ，底生性  

さめ難多数が漁境され，20槻を数えるさめ類の生息を繊維することができた。また，これらのさめ  

類の生態的な特性の…・端を知り得たので報脅する。  

資料 と 方法  

資料  この報碧に月帥、た資料は，練習船勢水丸（三蕊大学水産学部）によって，1980年10月と  

‖月，1981年う月，8月と10月およびi982年1月に熊野劉窺棚および陸棚斜面で実施した深海底延  

細（16国税業）および傑海底刺網（6聞損業）の舐鍛練某紙果である。   

調査海域  Fig．1打開査海域とその水潤および漁具倣紋位澱を示した。   

漁具と漁法  使用漁具の構成をFig．2に示した。底延縄，底刺網とも原則として夕刻投入敷  

設し，翌日拗収する方法をと鋸．浸瀾紳射拇を‖＋」封庫聞とした。   

種の検索  種の検索は，日本動物園鑑（1969），原色魚類翰索図鑑（阿部1963），魚類の形態と検  

索（松原1957），GÅRRICK（1960），GÅRR王CK（1耶4），ABE e£αg．（i968），BASS e£αg．（197う，1976），  

BIG乱OWβ£αg，（1即5）．および，NAKAYA（197う）の報倍を参考として行なった。また，学名と  

和名の記磯払 主としてlヨ本渡魚類大坪ガiも（1981）を参考とした。   

魚体調査  全長（吻娩から尾鰭の先端までの長さ）および魚体各部の長さを漁米調査用として  

山般に月帥、られている測定板と金属蔓寝巻尺によって測定した。体蕊は，船体の勉捕の彩管が汲も少  

ないと考えられている竿秤（3k払7k払5kgおよび100kg）のほか，バネ秤（ikg）を用いて測  

定した。  

結果 と 考察  

漁獲されたさめ類  Tablei，およぴ2は，この海域で実施した紙放線業によって漁場された  

さめ類の種とその漁饗尾数を示したものである。絡窮蔓‡に検討した結束，漁頻されたさめ類は，15属   
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Fig、2．TlleStruCttlreOfusinggears（bottomsetlo堀1ineandbotto－ⅥSetgil】n奴）・   

20種におよんでいる。これらのさめ類の生息は，本邦太平洋岸（銚子沖から高知附こ至る梅戚）の  
各地でほとんどが報謝されている（甘木動物挺き鑑1969，松原i9う7）。   

しかし，従来，これらのさめ類の中で熊野騨に餅、て漁寒が記録されているさめ賦払 イモリザ  

メ，ナヌカザメ，ホシザメ，八ラツノザメ，ビロー ドザメ，フジクジラ，カラスザメおよびコロザ  

メの針種（片岡らほ81）で，他の12種については，記戯されていない。   

まず，この調査において，底延経で漁疲されたさめ顆についてみると，その種類は，7属12様に  

および，その中で政も多獲された種としてターフウザメ（Pla七e卜i，ト2）を挙げることができ，漁  

獲されたさめ粗金体の47．7％をiちめ，この海域の優先権として位礎づけることができよう0   

次いでへラツノザメ（Plateト3）が9．9％，モミジザメ（Plateト4，】卜1）が8・3％とつづき，フ  

ジクジラ（Plateiト2），テンダへラザメ（Plate】卜3），ユメザメ，カラスザメ（Pla七e∬…4），アイザ  

メ（Plate】l卜1），ビロードザメ（Plarely叫ネ）などが比較的多く漁獲されている。その他のさめ椒  

の漁頻は，数個体にすぎなかった。   

B‡GELOWβたαg．（1957）は，日本産ヘラツノザメ（Deanまa）燐を八ラツノザメ（か・¢gg仏光£ブ…  

閑α）1撤としているが，この海域で漁燈された同属のさめ類は，サガミザメ（β・んプざわ○如ざα）  

と併せて，少なくても2稚が漁穫されている。   
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次に，底刺網で漁獲されたさめ掛ま，11樅におよんでいるが，漁塞個体が少なく，調査が断月・的  

であるため，魚椰組成を確認するまでには至らない。   

この綱査で漁摸されたさめ類の申で，特筆すべきものとして，底延縄で漁埋されたオジザメ  

（Pla七e jt卜2），底刺網で漁獲されたオオワニザメ（Plate j柁…3），ミックリザメ P如e j丑－4，】y押1）  

およびコギクザメ（PlateⅣ…2，Ⅳ鵬3）が挙げられる。   

カ‾シザメは，従来，駿河鴻の深海から漁埠された記録がある（日本ぎ艶物喜褒鑑1969）ほか，BÅSS  

βたαg．（】97う）によって本邦およびノ、ワイ水城における漁頻の報営があるが，まだ，熊野灘からの  

漁頻の報餅まない。おそらく，初めての漁獲であろう。このさめは，きわめて稀な樅で，その分布  

範囲や繁殖生態についてはほとんど知られていない。この㈲成で漁獲された棟木は，分娩期に近い  

2胎児を持っ妊娠個体であり，著者らは，その生殖様式について種々の観察を行ない，現在，検討  

中である。   

カーカ‾ワニザメは，伊豆七島付近梅威からの漁寒擾蕾があるABEEtαg．（1968）が，熊野騨から  

の報皆闇ない。このさめも，おそらく，初めての漁塵であろう。   

ミックリザメは，従来，相模掩および駿河湾の深場からの漁頻記録がある（蔓三i本動物懐言済1969）。  

また，最近，熊野班餌こおいて漁穫された報璧がある（矢野1981）が，このさめの生態的な面は，  

ほとんど知られていない。   

コギクザメは，ニュージーランド，カルフカールニヤ，ペルーおよびノ、ワイからの漁獲報告があり  

】弘ssβ£αg．1976），GÅRRICK（1960）によって，ニニ急－ジ〝ランド水域で漁超された本棚に‡謁す  

る分規準的な特徴が詳細に報告されている。また，重ヨ本近海を含めた西太平洋梅磯では，谷内，柳  

沢両氏によって1978年に熊野灘において初めて確認されたことが報じられ（サンケイ新聞1982）  

ているが，その後の報璧はなくきわめて柿な梯である。   

漁推されたさめ類の全長組成  この梅城で漁教されたさめ粉の全長組成をFig．3に示した。  

タlコウザメ，へラツノザメおよびモミジザメは，池波個体が多く，礫緋に分けて示すことができた  

が，その他のさめ粕については，雌雄併せて示した組成である。   

まず，テンダへラザメの全長組成をみると，体長範囲は狭く，7うcm未満の個体で‡責められ，モ  

岬ドは5うー60c‡11にある。タ‡Jウザメは，雌雄とも全長45－70c王Ⅵの個体が多く，雌では65叫70cnl，  

雄では60－65cmにモードがみられる。維にはi20cmに適する大型の個体が含まれる。コ・メザメの  

体長範担酌ま，3う00iO5cnlで比較的広いが，その主体は小型のもので，や－ドはう0仰55cnlにみられ  

る。へラツノザメは，雌雄とも4うー70cmの個体が多く，そのモードは，雌の場合50【うぅcm，妹の  

場合うう－60cmにある。95cmを越える大型の個体は，雌にみられる。   

カラスザメおよびフジクジラは，他の種碇比較して体長範闘は狭く，50clllを越える個体は出現  

していない。カラスザメのモードの位置は明確でないが，フジクジラは4・0－4ちcmにある。モミジ  

ザメの全長範囲は，3うー80cmで，そのモードは，雌の場合うう－60cm，雄の場合60】6うcmにあり，  

雄の方に大型のものが多いようである。ピ旬－ドザメの全点範蘭は，30wlO5c】nで，40－45cITlと  

巧－85cmに2っのモードがある。  

1個体だけしか漁寒されなかったが，オシザメの全長は，265cmであった。このさめの畔は，少  

なくともこの全長にまでは成長するであろう。   

次に，底刺網で漁獲されたさめ既について述べる。   

底制約で漁獲されたさめ類は少なく，ナヌカザメのはかは，全段組成を求めるまでには至らなか  

った。   



107  熊野澄陸棚および陸棚斜蔽iで漁獲されたさめ敷について   

エ
S
ニ
ー
O
 
J
む
q
∈
コ
N
 
 

Totqllength（cm）  

Fig－ 3．Totalle咽th co明）OSition of silarks・Blackl）OrtiollSllOWS tbeI℃aleonly・  

A8E e£αg．（1968）によって報唐されたオオ・ワニザメの全良軋 360c】11ときわめて大型である  

が，この海域で漁埠された横木は比較的′卜型で，i7うcll－であった0   

ミックリザメ4個体の全長範囲は，19トhう73cmで，きわめて大当夏のさめである。このさめの最  

大体液は，う∞cInと記録されている（日本動物園虻1969）が，少なくともこの体長にまでは成長  

するであろう。   

コギクザメも比絞約大型のさめで，GÅRRICK（】960）によれば，ペルー沖で2，i26mmの体凍を  

有する個体の漁獲があったことが報碧されている。この㈲成で漁頻された横木軋 全長242cmで  

あった。少なくともこの体長にまでは成長するであろう。   

ヨロイザメ6個体の全長範♭酌ま，77．5鵬150cITlで，イモリザメ10個体の全長範瀾闇，62－67cnl  

であった。   

ナヌカザメの体長範囲軋50－110c11ユで，そのモードは，90－100cnlであった。   

漁推されたさめ類の各部の長さの比および体長と体重との関係 Table3は，魚体各部の反さ  

を測定し，全段に対する百分比（Propor七ionaldinlenSions）を求めて示したものである。ぎig・4   
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はそれぞれのさめについて，その体長と体蛋の関係，および，最小‡至言乗法によって求めたその関係  

式を示したものである。   

漁碓されたさめ類の漁獲深度  底延縄の試験操業では，魚群探知機FⅥ7GT－－4■2Furunoによ  

って漁具を数放した位盲鑑の水深を相和に記録し，さめ類の掛かった釣針およびその針番号を調査し  

たので，漁頻されたさめ類の釣須永裸（生息永傑）が求められる。この資料から魚種別にどれ位の  

水深のところに生息しているかをみると，Fig．うに示したようになる。   

魚種別に，それぞれのさめ轍の分布深度の特徴について述べると以下の通りである。   

カラスザメおよぴフジクジラ  これらのさめ甑は，裸梅性であるとはいえ，漁獲深度は比較的  

浅く，200－499mの水深帯に限られ，深度的にほとんど偏りなく漁場されている。2001Tl以浅にお  

ける漁櫻はなく，この傑度以浅には分布していないと考えてよい。   

ヘラツノザメ BIGE10Wβ£αg．（1那5）のこれまでに記録されたこのさめの漁樺深度は，190剛  

366王nであると述べている。この閑寂結果からみると，海底傾斜が比軟的緩やかな200－699mの水  

深群から漁寒され，500鵬599mの水深楷で32％が，400m499nlの水深繹で43％が漁焔され，主分布  

帯はこの水深滞にあるものと考えることができる。   
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Fig．5．Fislling deL）tllranドC Of tllC Sllこ1lくS CauKlltl）〉・thel）OttCHllSetlo］1fIlinc．   

アイザメ  漁華個体が少なく，漁肇深度を精細に煉倒することはできなかったが，その深度範  

囲は，300≠699iⅥで，ち00m399nlの水深帯で漁塞が多いようである。   

タロウザメ 】ヨ本應アイザメ属4稀（C．α撒β，C．αわ・0肌αγgわ乙α£髄β，C．£βSββgα£祝βα籠d  

C．扇劇痛滋仙頭刑部－f）の漁竣は，100－200111以深手こ限っていることを報督している（BiGELOW e£  

αg．197う）。この海域におけるクロウザメの漁獲深度は，300】799mを越える水深繹であり，約50  

％が400－499mの水深縛で独歩されていることから，この水傑絆を蓮分布繹と考えてよい。   

テンダヘラザメ  このさめの漁獲深度は，300…699mにまでおよび，嘉漁獲水深繹は，タロウ  

ザメより深く500…599‡Ⅵであり，この水深脛を嘉分布群と考えることができる。   

ビロードザメ  従来，このさめが，水深631nlで漁寒があったことを述べている（BIGELOWβ乙  

扇．1957）。この梅城における漁塵は，300－799mを越える深度にあり，主漁埠水深帯は，400－う99  

mである。この水深鮮を主分布縛と考えることができる。   

モミジザメ  このさめは，ビロードザメとほぼ同じ深度で漁埠されているが，57％がう00－599  

mの水深繹で漁獲されている。こq）水深字抒を越えると急激に漁頻が減じていることから，モミジザ  

メの主分布縛は，500…う99は【と考えることができる。   

ユメサメ  このさ糾ま，300－799mを越える傑度で漁頻され，600－699mの水喋々抒で36％が，  

700－799mの水深帯で40％が漁獲され，傑くなるに従い漁獲の増加がみられる。このことから，ユ  

メザメの∃三分和才酎ま，この傑度を越えるものと考えられ，この梅城で漁増されたさめ類の中で最も   
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傑偏に生息する椰であるということができる。   

オシザメ  オシザメ偶のさめ規は，傑梅性で通常400m以深から漁獲され，マダガスカル偽北  

両海域で漁寒されたオシザメ3個体の深度は，2個体が500－う99m，1個体が800…8991nときわめ  

て深い記録がある（BASSβ£αg．1975）が，この海域における標本の漁磯深度は，300－400mで比  

較的淡い。   

次に，断片的ではあるが，底刺網で漁獲されたさめ類の漁凝滞度について述べる。   

オオワニサメ  このさめは，250－う00mの比梗的浅い深度でら網し漁頻されている。   

ミックリザメ  このさめは，海底地形が急峻な梅域における270鵬280mの傑度でら網してい  

る。ミックリザメは、敷設刺網状虜（1反の良さ75nl）中の述統した4－反に4個体がら網してい  

た。，これは，このさめの消泳傾向を示唆しているものと考える。しかも，他の近接した瀞成におけ  

る底刺網の紙放線業でほ，漁埋がなかったこと，このさめは，大磯であるため漁具の特性から底延  

紬に掛からないことは十分考えられるが，約5海里北方で実施した以後の調査での漁埋が全くない  

こと，また，最近の漁獲記戯（欠野198i）も著者らが漁獲した海域であったことを考えると，生  

息海域に海域的な特使が考えられ，大変興味傑い。今後の調査が望怠れる。   

コギクサメ  このさめは，海底地形が急峻な海域における水深うう0－650mの傑梅から漁獲され  

ている。   

ヨロイサメ  ヨロイザメ偶のさめ類は，90I11以上600mまでに分布するBl（；ELOW e£αg．（19う7）  

といわれている。この梅戚におけるこのさめの漁獲深度は，比較的浅く 200－300mの水深帯であ  

る。   

ナヌカサメ  このさめの漁獲深度は浅く，200m以伐の大陸棚上で漁頻され，それ以深での漁  

獲は全くない。   

このように，これらのさめ顆の漁獲深度（分布傑度）は，様によって輿なり特徴的であるといえ  

よう。   

終りに本調査に協力いただいた三桑大学水産学部勢水丸陳野哲朗船艮はじめ乗組員の方々に輝く  

お礼申し上げる。また，さめ類の梯の検索にあたり，治恩な助言，御指導，文献の紹介をいただい  

た，東説大学幽学部水産学科谷内透博士に深謝の窓を衆する。  
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Pl孔te l  

Fig，1．Ce弗≠γびタカ0門fぶaCuS72cm female．  

Fig．2．PectoralfiIlOf C．αC〃ぶ．  

Fig．3．か♂αチ！∫αβggα死gわ官α1ほcln felⅥ；11e．  

Fig．ヰ．Cゼプ′はγひ♪ゐ0γZfざ明まfα，ク10ざ‡iざ75cm fenlale．   



117  熊野澄終翔および陸棚斜面で敵機されたさめ掛こついて   

Plate l   



118  小林 裕・山口裕一郎・野べ田碍郎・伊沢邦彦・伴 秀文  

Pl8te I  

Fig．ト Pectolalfin of C．叩ほ〃！0∫王‘∫．  

Fig．2．Eto7110PEe7－rLS（zECtfer39cm male and47cln female．  

Fig．3．Aきγ≠∫g〟γα5ね乃gfc8β如g捉ざう1cm male．  

Fig．4．Elmo♪EertLS Fl’017（tlllaCtL［ahLS45cm female．   



119   熊野鍵綾棚および陸相斜蘭代漁被されたさめ類与ーこついて  
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Pl瓜te I  

Fig．1．Cβ乃gγ∂タ如γ〟ざαfγ0班αγgf死α紬591cm male．  

Fig．2．タge緑d8gγfαゐfぶαCγαgβぶ265cm female．  

Fig．3．OdolllasPis ferox175clllfemale．DalattasIEcha121cm fcmale and SqzLati粥a77ebzL］osa157  

cm male．  

yig．4．ぶぐα如弗∂rゐプ氾Cゐ緑ざ8ぴざ紬殆ど269cm male．   



121   熊野霧擁棚および陵繊斜面で級磯摺れたさめ狐について  

Plate 肌  



122  」、練 裕・山口裕脚部・野々！封得郎・伊沢邦彦・伴 秀文  

Pl且te Il’  

yig．1．Head par七of5■．抑矧加祓  

Fig．2．gcあざ弗○γぁざ乃αgご0¢ゐゼg242cm female．  

yig．3．Pectoralfin of鼠 co¢烏gg．  

Fig．4．5ぐヅ研削do柁∫留捉α研びわ∫混ざうO cm male．   



熊野溌陸相凝よび絡棚斜面で藍窺亀穫されたさめ整をこついて  123   

Ptate l＼’  




